




























































































































































































































め、教学雑誌の『師子王』（1891年 4 月創刊）や『妙宗』（1897年 7 月創刊）、月 3 回発行の



















を終えた智学は、1902年 8 月から 9 月にかけて鎌倉要山の書斎にこもり、11月に「式目」を

































































































































































































































　この発表の翌年、三保最勝閣においておよそ 3 週間にわたって（1910年 7 月21日－ 8 月10日）









































































































12　田中智学『宗門之維新』師子王文庫、第 6 版、1913年〔初出1901年〕、 9 頁。
13　同上、63頁。なお、智学の改革案においては、布教の統一を実現させる上で、布教家の養成
が重要であり、一貫した教育の場が必要であるとされる。智学は次の教育機関の創立を提案し







































































































性芸術」を実演披露する。1935年 5 月～ 7 月に行われた満州・朝鮮講演旅行の時も、旅順、大連、
奉天、新京など各地で舞踊や舞楽が演奏される。なお、演劇に着目して「国性芸術」を取り上
げた研究としては、拙稿「田中智学の「国性芸術」─思想劇『人形の家を出て』に着目して」（『同
朋文化』第12号、2017年、143－170頁）を参照されたい。
62　なお、智学自身は国柱会の勢力が天理教や大本教などの新宗教のものには及ばないことを挙
げつつ、自分の活動を次のように振り返っている。「国柱会はその創立が明治十三年である、
名称は二三度変へたけれども内容は一つのもので、明治十三年以来今日に至るまで終始一貫し
て純日蓮主義の教風を以て、学説も布教も修行も何等微動だもせずに来つて居るといふことは
事実だ、唯主唱者たる私が浅学であり不徳であり極めて微力であるが故に、その勢力は甚だあ
がらない、後から出て来た天理教や大本教の足もとにも及ばない微々たるもので甚だ慚愧にた
へないが、主張を曲げなかったこと、知己を千載に待つといふ覚悟を以て孜孜として建設に従
事して居る」（田中智学「予が見たる明治の日蓮教団」『現代佛教』第10号、1933年、562頁）。
63　大谷栄一前掲書『近代日本の日蓮主義運動』224頁。なお、日蓮主義の黄金時代は、1920年
代初頭（関東大震災前）までとされる。
64　明治期に関しては、例えば、「絵画の人心を感化するは、時には言論文章以上のことがある」
と考えた智学は、機関誌『妙宗』のために絵画記者（植中直斎、1885－1977）と写真記者（中
川武二、生没年不詳）を置いていたことが挙げられる。（田中智学「絵画布教」『師子王全集　
信感篇』1932年〔初出1908年〕、379－382頁を参照）。
二七〇
─ 41 ─
田中智学の日蓮主義運動における教化の諸相
65　筆者は、2017年 9 月16日の日本宗教学会第76回学術大会（於東京大学）のパネル「仏教にお
ける〈教化〉の諸相─近世から近代へ─」において、コメンテーターの谷川穣氏から、「矢継
ぎ早に活動を急ぐ智学にとって、《「教化」活動が成功した》とはいったいどういう実態をさす
のだろうか？」という質問をいただいた。本稿は、この重要な論点を念頭において執筆したが、
鋭いコメントと質問を投げかけた谷川氏に、この場をお借りして御礼を申し上げたい。なお、
パネル全体の概要とコメントは『宗教研究』第91巻（別冊、2018年、82－89頁）に掲載されて
いる。
66　田中智学前掲書『日蓮聖人の教義』395－396頁。
67　羽賀祥二は、19世紀を神殿創建と「国民教化の時代」ととらえ、後者について教部省の教化
政策のみならず、各地における紀念碑の建立などを通した無言の教化や、「以心伝心」のシス
テムとしての神道、といった論点を示している（羽賀祥二『明治維新と宗教』筑摩書房、1994年）。
筆者はそれらに加え、紀元節・天長節・明治節などの祝祭日も無言の教化の一種として捉える。

